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時
宗
二
祖
他
阿
真
教

の
法
語
に
、

我
等
が
本
分
自
己
の
心
に
如
々
含
識
を
兼
ね
て
、
塵
々
法
界
を
隔
つ
る
事
な

け
れ
ど
も
、
客
塵
煩
悩
に
障
碍
せ
ら
れ
て
自
他
彼
此
の
情
量
を
分
別
す
(三

遍
上
人
絵
詞
伝
』
第
六
)

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
来
凡
聖
は

一
如
に
し
て
法
性
は

一
味
で
あ
り
、

衆
生
の
心
性
は
清
浄
な
る
真
如
た
る
べ
き
も
の
で
あ

る
が
、
「
妄
執
妄

念
慢
心
虚
仮
名
聞
利
養
人
我
あ
つ
く
お
ほ
ふ
て
仏
性
を
う
つ
」
(『
他
阿

上
人
法
語
』
巻
第
五
)
め
る
が
故
に
、
衆
生
は
、
差
別
相
に
住
し
て
自
他

彼
此
の
迷
情
を
生
じ
、
無
始
已
来
、
「
本
覚
の
都
と
も
迷
ひ
の
凡
夫
と
も

し
る
こ
と
な
く
、
業
の
軽
重
に
随
ひ
て
六
道
に
輪
廻
」
(同
上
書
巻
第
三
)

し
て
、
無
窮

の
生
死
を
う
け
て
い
る

の
で
あ

り
、
こ
こ
に
お
い
て
、

「み
つ
か
ら
が

一
心
を
他

の
衆
生
と
み
へ
だ
て
け
る
と
い
ふ
悟
り
を
え

て
、六
道

の
衆
生
と

へ
だ
て
な
く
な
る
を
ほ
と
け
と
名
つ
く
る
あ
ひ
だ
」

(同
上
)
、同
じ
く
法
身
で
は
あ

つ
て
も
凡
聖
の
差
は
絶
大
で
あ
り
、
凡

夫
は
あ
く
ま
で
も
可
能
性
と
し
て
の
未
来
仏
に
留
ま
る
の
で
あ
る
。

つ
ら
く

こ
の
事
を
か
ん
が
ふ
る
に
、
生
死
無
常
の
転
変
を
あ
き
ら
め
ず
、

実
有
著
我
の
迷
識
に
縛
せ
ら
れ
て
苦
海
に
浮
沈
す
。
朝
霧
の
風
を
待
た
ざ
る

の
す
が
た
、
夕
雲
の
夜
空
に
か
く
る
瓦
が
ご
と
し
。
老
少
と
も
に
愚
み
な

く
、
親
疎
お
な
じ
く
滅
亡
す
。
こ
の
理
り
ま
こ
と
に
眼
前
な
り
。
た
冥
知
る

と
知
ら
ざ
る
と
に
あ
り
。
こ
れ
を
知
ら
ざ
る
を
愚
者
と
な
づ
け
、
こ
れ
を
知

る
を
智
者
と
い
ふ
。
(同
上
書
巻
第
四
)

一
体
、
「仏
性
を
具
ハ足

せ
ざ
る
衆

生
は
な
」
(同
上
書
巻
第
五
)
い
。

し
か
し
、
吾
我
を
食
愛
し
て

「
五
纏

の
身
を
お
し
み
」
(同
上
書
巻
第
二
)
、

名
利
に
繋
縛
さ
れ
て
、
貧
瞑
痴
の
煩
悩
の
尽
き

る

こ
と

の
な

い
衆
生

は
、
諸
法

の
実
相
に
背
反
せ
る
存
在
で
あ
り
、
真
如
法
性
の
理
に
暗
き

愚
者
で
あ
る
が
故
に
、

も
と
よ
り
凡
夫
の
こ

ろ
は
識
情
と
て
ま
こ
と
の
心
に
あ
ら
ず
。
(同
上
書

巻
第
七
)

と
断
ぜ
ら
れ
る
他
は
な
い
。
「欲
心
繁
多
に
し
て
、
食
旗
痴
三
毒

の
煩

悩
に
逼
迫
せ
ら
れ
、
輪
廻
生
死
の
業
因
つ
き
ず
し
て
、
三
悪
道

の
業
苦

を
体
と
す
る
」
(同
上
)
、「
凡
夫
の
性
は
魔
の
所
属
な
る
あ
ひ
だ
、
悪
念

お
こ
ら
ざ
る
時
も
魔
障
」
(同
上
書
巻
第
四
)
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

他
阿
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(
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こ
こ
に
、

古
人
云
く
、
寸
陰
可
惜
、
時
不
待
人
と
。
此
の
言
誠
な
る
哉
0
(『
一
遍
上
人

絵
詞
伝
』
第
六
)

と
嘆
ず
る
他
阿
は
、
門
弟
ら
に
、
「
は
や
く
無
常
の
身
命
を

か

へ
り
み

て
、
日
夜
の
勤
修
お
こ
た
ら
ざ
る
」
(『他
阿
上
人
法
語
』
巻
第
六
)
こ
と

を
高
調
し
、
発
心

・
修
行
の
要
を
説
く
。

身
は
芭
蕉
泡
沫
に
似
た
り
0
命
は
電
光
朝
露
の
ご
と
し
。
須
隻
に
生
滅
し
、

刹
那
に
離
散
す
。
(『
一
遍
上
人
絵
詞
伝
』
第
六
)

迷
ふ
と
も
人
の
む
か
し
は
仏
な
れ
ば
も
と
の
都
に
帰
ら
ざ
ら
め
や

(『他
阿

上
人
法
語
』
巻
第
八
)

「罪

と
は
心
の
こ
と
」
(
同
上
書
巻
第
五
)
で
あ
る
が
故
に
、
「
心
は
本

の
も
の
に

て
、
み
ち
な
き
安
心
」
(同
上
書
巻
第
四
)
な
の
で
あ

り
、
彼

が

「
そ
の
機
の
ま
こ
と
に
発
心
せ
ず
、
廻
心
せ
ぬ
ほ
ど
は
、
(中
略
)
い

か
な
る
教
道
も
何

の
用
に
か
た
つ
べ
き
。」
(同
上
書
巻
第
二
)
と
説
く
所

以
で
あ
る
。

廻
心
の
こ
Σ
う
な
く
し
て
は
、
も
と
の
三
塗
の
業
因
な
る
べ
き
が
ゆ
へ
に
、

往
生
の
み
ち
有
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
(同
上
書
巻
第
七
)

し
か
し

て
、
彼
は
、

仏
道
と
い
ふ
は
但
欲
を
は
な
る
y
よ
り
外
は
別
の
子
細
な
し
。
此
の
欲
心
本

分
の
仏
性
を
う
つ
む
。
(中
略
)
こ
れ
を
み
な
捨
離
す
れ
ば
、
そ
の
し
た
よ

り
仏
性
漸
く
顕
現
し
、
法
体
念
々
に
増
進
す
。
(同
上
書
巻
第
二
)

と
述
べ
て
、
識
情
で
あ
り
、
罪
で
あ
る
心
を
捨
離
し
て
、
仏
性
を
発
現

す
べ
き
こ
と
を
説
く
。

す
な
わ
ち
、
「ま
こ
と

の
智
者
は
、
身
を
す
て
、

欲
を
は
な
れ
て
、

一
切
に
著
を
な
さ
ず
」
(同
上
書
巻
第
二
)
、「
む
ね
の

欲
を
は
ら
ひ
て
仏
性
を
あ
ら
は
」
(同
上
書
巻
第
三
)
し
、
「
か
な
ら
ず
み

つ
か
ら
の
胸
の
中
仏
座
と
な
る
」
(上
同
)
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
他
阿
は
、
『
道
場
制
文
』
に
お
い
て
、

法
性
無
相
之
本
源
、
流
二出
生
死
之
大
海
幻
唯
男
女
愛
執
之

一
念
、
流
転
三

界
之
妄
業
。
輸
コ廻
於
六
道
之
瞼
岨
↓
是
自
身
著
我
之
迷
識
也
。

と
断
じ
、
衆
生
が
迷
界
に
流
転
す
る
根
元
は
婬
貧
愛
着

の
心
に
存
す
る

と
し
て
、
「出
家
は
身
を
人
に
た
く
ら
べ
ず
、
孤
独
の
心
を
お

こ
す

べ

き
」
(『
他
阿
上
人
法
語
』
巻
第
一
)
で
あ
り
、

一
念
発
心
し
て
、

一
切
放

下
の
孤
独

の
底
に
、
「
娑
婆
生
死
の
界
を
厭
ひ
て
、
彼
の
浄
刹
を
欣
慕
」

(同
上
書
巻
第
三
)
す
る
、
捨
家
棄
欲

の
厭
欣
時
衆
に
身
を
な
し
て
、
「生

き
な
が
ら
死
し
て
」
(同
上
書
巻
第
四
)
、「
自
を
境
界
に
任
す
る
姿
」
(同

上
書
巻
第

一
)
こ
そ
、
ま
こ
と
の
智
者
の
名
に
値
す
る
と
し
た
。
彼

が
、

親
子
を
捨
て
Σ
住
処
を
離
れ
、
身
を
な
き
も
の
に
な
し
て
、
身
命
を
仏
に
帰

入
し
て
、
決
定
往
生
を
逐
ぐ
べ
き
信
心
計
り
に
て
、
一
切
の
用
事
を
つ
く
し

て
さ
ふ
ら
ふ
も
の
ど
も
を
時
衆
と
は
名
づ
け
候
。
(同
上
書
巻
第
三
)

総
じ
て
、
善
悪
愛
悉
は
境
界
に
は
あ
る
べ
か
ら
ず
、
識
情
ひ
と
つ
の
と
が
な

り
、
と
明
ら
め
て
の
ち
、
善
悪
と
も
に
そ
の
心
を
用
ひ
ず
し
て
、
一
切
を
他

に
任
せ
ば
智
者
至
極
の
悟
り
な
り
。
(同
上
書
巻
第
二
)

と
語
る
所
以
で
あ
る
。

し
か
し
て
、
他
阿
は
、
「身
命
を
仏
に
奉
り

て
、
(中
略
)
身
を
身

と
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も
せ
ず
、
心
を
心
と
も
お
も
は
ず
し
て
、
万
事
を
他
に
任
せ
L
(同
上
)

る
こ
と
を
説
く
。
こ
こ
に
、
「身
命
を
仏
に
奉
り
」
、
「
万
事
を
他

に
任

す
と
い
ふ
は
、
わ
れ
く

が
迷
ひ
の
執
心
を
も
ち
ひ
ざ
る
た
め
、
ま
た

は
用
事
を
つ
く
さ
ん
為
に
、
身
命
を
知
識
に
帰
命
す
る
」
(同
上
)
こ
と

管
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
著

『
奉
納
縁
起
記
』
に
、

ニ

ニ

ル

ニ

ニ

木
仏
無
レ詞
故
尋

而
無
レ示
。
知
識
者
当
体
有
二共
誠
幻
故
往
生
之
指
南
出
離

ニ

之
要
路
無
レ過
二知
識
之

一
句
刈

と
あ
る
ご
と
く
、
「仏
之
御
使
」
(同
上
)
で
あ
り
、
「生
身
仏
体
」
(『他

阿
弥
陀
仏
同
行
用
心
大
綱
註
』
)で
あ
る
知
識
に
帰
命
す
る
こ
と
で
あ
り
、

「
み
つ
か
ら
胸
の
業
障
三
塗
に
落

つ
べ
き
い
は
れ
を
し
ら
」
(『他
阿
上
人

法
語
』
巻
第
二
)
ず
、
「我
身
に
生
死
を
は
な
る
Σ
道

の
知
り
が
た
」
(同

上
)
き
末
世
の
根
機
は

「但
知
識
を
頼
」
(同
上
)
ん
で
こ
そ
、
生
死
輪

廻
の
門
を
出
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
す
る
。
し
か
し
て
、
時
衆
は
、
そ

の
入
衆

に
際
し
て
誓
い
の
金
磐
を
う
ち
、
知
識
帰
命
の
宣
誓
を
行
な
う

の
で
あ
り
、
こ
れ
を
帰
命
戒
と
い
う
。

一
体
、
こ
れ
は
、
他
阿
が
、
「
頭

を
そ
る
も
の
は
千
万
あ
れ
ど
も
、
心
を
そ
る
も
の
は

一
両
も
侍
ら
ず
」

(『
一
遍
上
人
絵
詞
伝
』
第
六
)
と
い
う
衆
生
の
現
実
を
見

つ
め
、
「我
は

無
道
心
な
り
」
(『他
阿
上
人
法
語
』
巻
第
四
)
、「
我
に
信
心
道
心
な
」
(同

上
書
巻
第
二
)
し
、
と
現
存
在
を
捉
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

お
の
つ
か
ら
、
世
を
の
が
れ
、
身
を
捨
つ
る
者
も
、
六
賊
に
随
逐
し
て
法
財

を
失
ひ
、
五
欲
に
食
著
し
て
諸
悪
を
た
く
は
ふ
。
こ
れ
は
力
な
き
凡
界
の
ふ

る
き
習
ひ
な
れ
ば
、
我
と
制
断
す
る
事
叶
ひ
が
た
き
間
、
い
き
な
が
ら
死
し

て
身
命
を
知
識
に
ゆ
づ
り
、
心
の
所
望
を
か
な
へ
ず
し
て
永
く
用
事
を
尽

す
。
我
を
我
に
せ
ざ
れ
ば
居
を
他
所
に
う
つ
さ
ず
、
心
を
心
と
用
ゐ
ざ
れ
ば

思
ひ
を
万
事
に
叶
へ
ず
。
是
則
ち
、
他
力
に
帰
す
る
至
極
を
あ
ら
は
し
、
三

心
を
事
相
に
ふ
る
ま
へ
る
色
也
。
(『
一
遍
上
人
絵
詞
伝
』
第
六
)

思
う
に
、
知
識
帰
命

の
主
張
は
、
無
常
遷
流

の
世
に
諸
法
の
実
相
に

随
順
せ
ず
し
て
、
六
道
に
輪
廻
し
て
い
る
衆
生

へ
の
愛
惜

の
念
よ
り
発

し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
も
と
よ
り
他
に
驕
慢
な
ら
ん
が
た
め
の
高
所
意

識
で
は
あ
り
え
な
い
。
故
に
、
他
阿
は
、
慢
心
を
否
定
し
、
人
師
を
気

取
る
こ
と
を
固
く
戒
め
、

知
識
気
色
し
て
人
を
い
や
し
く
お
も
ひ
な
す
あ

ひ
だ
、
皆
慢
心
を
さ
き
だ

て
Σ
思
慮
な
き
ゆ
へ
に
、
彼
が
業
を
う
け
と
り
て
魔
道
の
業
と
な
る
べ
し
。

(『他
阿
上
人
法
語
』
巻
第
二
)

と
弾
呵
し
、
更
に
、

身
命
を
弥
陀
に
帰
し
て
往
生
の
大
事
よ
り
外
は
そ
の
用
な
き
の
あ
ひ
だ
、
芸

能
を
す
て
、
智
恵
を
捨
て
、
徳
を
捨
て
ぬ
る
ゆ
へ
、
何
事
も
人
に
を
し
ゆ
る

事
な
し
。
伍
て
わ
れ
は
弟
子

一
人
も
Σ
た
ず
。
面
々
信
心
あ
り
て
名
号
を
唱

へ
ば
、
自
他
と
も
に
往
生
を
遂
ぐ
べ
け
れ
ば
、
た
だ
皆
同
行
な
り
。
(同
上
)

と
説
く
。

一
体
、
彼
自
ら
、
そ
の
身
心
を
厭

い
、
自
身
を
無
き
も
の
に

な
し
、

一
切
を
捨
て
、
遂
に
は

「
も
と
捨
て
た
り
と
思

へ
る
心
振
舞
ひ

の
そ
の
執
心
を
捨
て
」
(阿
上
)
は
て
た
時
衆
で
あ
り
、
弥
陀
の
前
に
は

と
も
に
平
等
の
求
道
者
で
あ
つ
た
。
「機
根

の
か
た
に
は
九
品

の
差
別

あ
り
と
い
へ
ど
も
、
往
生
の

一
行
は
念
仏
に
お
さ
ま
る
あ
ひ
だ
、
信
心

他
阿

の
形
成

(
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内
)
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の
行
者

の
ま
へ
に
は
差
別
L
(同
上
書
巻
第
五
)
な
く
、
時
衆

は

一
類

同

伴
の
念
仏
行
者
で
あ
る
が
故
に
同
行
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

知
識
の
言
葉
を

一
偏
に
ご
Σ
う
え
て
、
知
識
も
我
も
同
行
に
て
こ
そ
あ
れ
。

必
ず
し
も
恭
敬
す
べ
き
謂
れ
な
し
、
と
領
解
せ
ば
、
そ
の
人
は
ま
た
信
心
か

け
ぬ
べ
し
。
(同
上
書
巻
第
二
)

と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
「
往
生
の
い
は
れ
を
し
め

す
人
」
(同
上
書
巻
第
五
)
た
る

「
知
識

の
縁
な
く
し
て
は
、
信

心
の
落

居
さ
だ
ま
る
べ
か
ら
ざ
る
」
(同
上
)
も
の
で
あ
り
、
因
た
る
所
化
の
時

衆
は
化
導
増
益
の
知
識
を
縁
と
し
て
信
心
の
落
居
す
る
こ
と
を
え
る
。

知
識
は
、
時
衆

の
行
修

の
解
怠
を
戒
め
、
「
魔
縁
の
た
ぶ
ら
か
し
を
遁

れ
さ
せ
給
ひ
て
」
(同
上
書
巻
第
三
)
、
そ
の
往
生

の
縁

と
な
る
行
者
中

の
先
達

で
あ
り
、
彼
に
対
す
る
帰
命
戒
が
厳
に
守
ら
れ
な
が
ら
も
、
相

互
に
同
入
和
合
海
の
同
行
で
あ
り
、
差
別
な
き
仏
弟
子
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
能
所

・
師
弟
の
対
立
を
止
揚
し
た
能
所
不
二
、
師
弟

一
如
の

境
界
で
あ
り
、
「教
訓
す
る
は
人
を
教
訓
す
る
に
て
は
な
く
て
、
我
身

の
繊
悔
を
す
る
」
(同
上
書
巻
第
二
)
と
い
う
、
教
え
つ
つ
教
え

ぬ
世
界

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
も
と
よ
り
師
道
の
破
壊
や
弟
子
意
識
の
打
破
で

。
は
な
い
。
否
定
さ
れ
た
対
立
に
お
い
て
こ
そ
、
真
に
、
師
は
師
と
し
て

の
意
義

を
獲
得
し
、
弟
子
は
弟
子
と
し
て
の
位
置
に
住

す
る

の
で
あ

る
。
能
化
と
所
化
と
は
平
等

で
あ
つ
て
も
同
等
で
は
な
く
、
化
導
す
る

者
と
さ
れ
る
者
と
の
自
ず
か
ら
な
る
差
異
は
存
す
る
の
で
あ
る
。
ま
さ

に
、
「親
近
す
る
と
こ
ろ
の
同
行
等
侶
す
な
は
ち
人
我
甚
し
き
情
識
も
、

わ
れ
と
等
し
き
悟
り
を
え
さ
す
る
あ
ひ
だ
、

こ
れ
に
よ
て
同
行
善
知
識

と
は
名
つ
く
る
L
(同
上
)
所
以
で
あ
る
。

し
か
し
て
、
他
阿
よ
り
三
祖
智
得

へ
の
消
息

に
、

人
界
に
生
を
う
く
る
に
、
そ
の
体
相
は
、
別
々
な
る
に
似
た
れ
ど
も
、
仏
性

は
か
は
る
事
な
し
。
然
れ
ど
も
、
知
識
の
く
ら
ゐ
に
な
り
て
は
、
衆
生
の
呼

ぶ
と
こ
ろ
の
名
な
れ
ば
、
自
今
已
後
は
、
量
阿
弥
陀
仏
を
捨
て
Σ
、
他
阿
弥

陀
仏
と
号
せ
ら
る
べ
し
。
こ
の
名
は
一
代
の
み
な
ら
ず
、
代
々
み
な
遊
行
か

た
に
う
け
つ
ぐ
べ
き
な
り
0
(同
上
書
巻
第

一
)

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
他
阿
弥
陀
仏
と
は
、
ひ
と
り
二
祖
真
教
の
固
有

名
詞
に
留
ま
る
べ
き
で
は
な
く
、
代

々
の
遊
行
上
人
に
受
け
継
が
れ
る

べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
時
衆

の
統
宰
者
た
る
遊
行
上

人
は
、
ま
さ
に
捨
身
度
生
の
同
行
善
知
識
、

大
因
縁

の
善
知
識

で
あ

り
、
し
か
し
て
、
七
祖
託
何
は
、

所
レ謂
他
者
十
方
衆
生
、
言
二阿
弥
陀
一者
称
我
名
号
、
仏
者
願
成
就
覚
体
也
。

(『他
阿
弥
陀
仏
同
行
用
心
大
綱
註
』
)

と
述
べ
て
、
衆
生
と
仏
と
が
因
と
な
り
、
縁
と
な
つ
て
、
生
仏
不
二

・

能
所

一
体

で
あ
る
こ
と
を
表
わ
す
も
の
が
他
阿
弥
陀
仏
で
あ
り
、
そ
れ

は
南
無
阿
弥
陀
仏
の
名
号
と
全
同
で
あ
る
、
と
説
く
。
こ
の
故
に
、
人

皆
す
べ
て
本
来
他
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
衆
生
は
我
他
彼

此
の
人
我
に
う
つ
も
れ
、
「
識
情
万
端
に
し
て

一
准
な
ら
」
(『
他
阿
上
人

法
語
』
巻
第

一
)
ざ
る
が
故
に
、
今
は
暫
く
知
識

の
位
の
み
を
他
阿
と
呼

ぶ
と
い
う
の
で
あ
る
。
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し
か
し
て
、
「
六
十
万
人
す

』
め
は
て
y
は
ま
た
始
め
て
す
』
む
る
」

(同
上
書
巻
第
五
)
、
六
十
万
人
の
同
行
善
知
識
他
阿
弥
陀
仏
は
、
衆
生
を

自
己
と
同
等
の
境
に
ま
で
引
き
上
げ
、
「
わ
れ
と
等
し
き
悟

り
を
え

さ

す
」
(前
引
)
た
め
に
、
身
心
を
放
下
し
、
「
な
に
ご
と
を
も
、
仏
知
識
に

な
げ
あ

づ
け
ま
い
ら
せ

て
」
(同
上
書
巻
第
一
)
、往
生
を
先
途
と
、
名

号
に
帰
入
す
る
こ
と
を
説
い
た
。

一
体
、
他
阿
真
教
に
お

い
て
、
「
今

生
よ
り
外
に
後
生
な
」
(
同
上
書
巻
第
六
)
く
、
か
つ
、
「今

の
念
仏
よ
り

外
に
臨
終
」
(同
上
)
な
く
、

し
か
も

「
こ
の
領
解
た
ち
ぬ
る
行
者
は
、

今
生
後
生
臨
終
平
生
ふ
た
つ
な
く
し
て
心
安
穏
に
な
る
」
(同
上
)
の
で

あ
り
、
「
念
仏
往
生
は
念
仏
即
往
生
の
行
な
れ
ば
、
ま
う
す
よ
り
外

は

別
の
安

心
な
」
(同
上
書
巻
第
三
)
く
、
そ
の
念
仏
こ
そ

「業
を
滅

し
て

浄
土
に
生
ず

べ
き
清
浄

の
行
体
」
(同
上
書
巻
第
四
)
で
あ
り
、

そ

の

「
利
剣
輪
廻
の
絆
を
戴

つ
て
、
す
な
は
ち
報
土
に
送
る
べ
き
ゆ

へ
に
」

(同
上
)
、声

々
が
臨
終
で
あ
り
、
念

々
に
往
生
を
え
る
。
し
か
し
て
、

二

念

の
Σ
ち
は
こ
の
心
つ
ね
に
な
け
れ
ど
も
、
は
や
光
中
に
摂
取

せ

ら
L
(『
他
阿
上
人
法
語
』
巻
第
四
)
れ
て
、
「輪
廻
こ

Σ
に
た
え
」
(
同
上

書
巻
第
七
)
、
し
か
も
、
「念
仏
の
声
の
中
よ
り
来
迎
引
接
た
れ
給
ひ
て
、

不
退
の
浄
土

へ
迎

へ
と
り
給
ふ
あ
ひ
だ
、
生
死
の
命
は
た
ち
ま
ち
に
滅

し
て
、
無
量
の
寿
命
を
感
得
」
(同
上
書
巻
第
七
)
し
、
「
き
は
も
な
く
な

が
き
仏

の
命
と
ひ
と
つ
に
な
」
(同
上
書
巻
第
三
)
つ
て
、
こ
こ
に
、
あ

く
ま
で
も
時
間

の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
時
間
を
超
え
て
、
永
遠
に
参
与

す
る
こ
と
と
な
る
。

貧
臓
具
足
妄
愛
の
心
の
底
に
縷
か
に
一
念
帰
命
・す
る
時
、
身
心
我
に
あ
ら

ず
、
弥
陀
と
一
致
に
成
り
ぬ
れ
ば
、
彼
此
三
業
の
謂
は
れ
成
じ
て
行
住
坐
臥

則
ち
弥
陀
の
四
威
儀
な
り
。
仏
と
衆
生
と
一
に
な
り
か
へ
り
、
迷
ひ
も
悟
り

も
二
な
き
も
の
な
り
。
(『
一
遍
上
人
絵
詞
伝
』
第
六
)

ま
よ
ひ
こ
し
心
も
身
を
も
捨
て
つ
れ
ば
わ
れ
な
ら
ぬ
我
ぞ
御
名
を
と
な
ふ
る

(『他
阿
上
人
法
語
』
巻
第
八
)

ま
さ
に
、
当
体
の
念
仏
に
、
身

口
意
の
三
業
、
行
住
坐
臥
の
四
威
儀

は
実
相
を
離
れ
ず
、
「法
の
か
た
よ
り
融
通
し
て
、
自
他
の
行
体

一
如
」

(同
上
書
巻
第
六
)
と
な
り
、
我
他
彼
此
の
人
我
は
沢
没
す
る
。
自
己
も

他
己
も
、
本
願
弘
誓
に
光
被
せ
ら
れ
て
、
法
界

身
中
に
あ
り
、
阿
弥
陀

仏
と

一
体
と
な
つ
て
、
無
我
無
人
の
名
号
の
み
が
残
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
自
も
な
く
、
他
も
な
い
、
唯
仏
与
仏

・
仏
々
相
念
の
、
唯

一
念

仏
の
世
界
で
あ
り
、
人
皆
す
べ
て
南
無
阿
弥
陀
仏
即
他
阿
弥
陀
仏
と
な

る
。
し
か
し
て
、
他
阿
弥
陀
仏
に
ま
で
形
成
せ
ら
れ
、
「
ほ
と
け
と
ひ

と
つ
に
な
」
(同
上
書
巻
第
二
)
つ
た
時
衆
は
、
「
知
識

の
心
と
所
化

の
心

と
替
は
り
て
」
(同
上
)
、
こ
こ
に
、
大
因
縁
の
善
知
識
と
し
て
、
自
他

即

一
行
を
展
開
す
る
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
、
ま

さ
に
、
還
来
繊
国
し
て

人
天
を
度
す
、
菩
薩
行
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
。
ま
さ
に
、
他

阿
の
教
化
理
念
は
、
他
阿
の
形
成
を
志
向
す

る
も
の
で
あ
つ
た
の
で
あ

る
。

(本
稿
は
昭
和
四
十
六
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部

で
あ
る
。
)

他
阿

の
形
成

(
竹

内
)
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